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連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
梅
ち
ゃ
ん
先

生
」
を
見
る
の
が
、
週
末
の
さ
さ
や
か

な
楽
し
み
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
自
分

が
生
ま
れ
育
っ
て
き
た
昭
和
３０
年
代

へ
と
話
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
つ
い
つ
い

見
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
路
地
裏
の
風

景
や
、
側
は
や
た
ら
大
き
く
て
肝
心
の

ブ
ラ
ウ
ン
管
が
小
さ
い
テ
レ
ビ
な
ど
、

何
と
も
言
え
ず
懐
か
し
く
、
子
ど
も
の

頃
の
こ
と
が
頭
に
浮
か
び
ま
す
。
そ
う

言
え
ば
テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ

て
は
裏
側
に
回
り
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な

形
の
真
空
管
が
少
し
ず
つ
オ
レ
ン
ジ

色
の
光
を
放
つ
の
を
わ
く
わ
く
し
な

が
ら
眺
め
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。
ま
る
で
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
工
場
群

の
夜
景
の
よ
う
な
感
じ
で
不
思
議
な

空
間
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
少
々
強
引
で
す
が
、
梅
ち
ゃ

ん
つ
な
が
り
で
、
最
近
「
津
田
梅
子
」

さ
ん
に
関
わ
る
記
事
を
目
に
し
ま
し

た
。
女
性
が
教
育
を
受
け
る
機
会
が
保

障
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
明
治
時
代
に
、

教
育
を
通
し
て
日
本
の
女
性
の
地
位

が
向
上
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
女
子
英

学
塾
を
立
ち
上
げ
た
有
名
な
教
育
者

で
す
。 

そ
の
彼
女
が
卒
業
生
へ
の
は
な
む

け
と
し
て
次
の
よ
う
な
言
葉
を
送
っ

て
い
ま
す
。 

「
私
た
ち
が
力
点
を
置
い
て
き
た
の

は
、
皆
さ
ん
が
学
ん
だ
こ
と
の
量
で
な

け
れ
ば
、
読
ん
だ
本
の
難
し
さ
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
が
細
心
に
し
て
正

確
な
思
考
の
能
力
を
身
に
つ
け
る
よ

う
願
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
単
に

学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に

学
び
、
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

と
の
ね
ら
い
か
ら
で
す
。」 

 

こ
の
言
葉
は
彼
女
の
魂
が
こ
も
っ

た
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
り
、
現
在
で

も
十
分
通
用
す
る
重
み
の
あ
る
言
葉

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
小
中
学
校
と

も
に
新
学
習
指
導
要
領
が
完
全
実
施

さ
れ
、
「
生
き
る
力
」
を
支
え
る
力
と

し
て
学
力
の
視
点
か
ら
「
問
題
解
決
能

力
」
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
将
来
の

夢
の
達
成
の
た
め
に
粘
り
強
く
物
事

に
取
り
組
め
る
四
日
市
の
子
ど
も
た

ち
が
一
人
で
も
多
く
育
っ
て
も
ら
い

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
教

職
員
の
努
力
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
、

地
域
と
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
初
め

て

で

き

る

こ

と

だ

と

思

い

ま

す

が
・
・
・
。 

最
後
に
、
「
道
徳
の
時
間
は
一
言
で

表
す
と
何
を
す
る
時
間
で
す
か
？
」
と

問
わ
れ
た
ら
、
「
自
分
の
生
き
方
を
振

り
返
る
」
時
間
と
私
は
答
え
ま
す
が
、

「
な
ぜ
勉
強
す
る
の
?!
」
と
問
わ
れ
た

ら
、
み
な
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
答
え
ま

す
か
？ 

あ
る
人
は
こ
う
答
え
て
い

ま
す
。
「
自
由
に
生
き
る
た
め
に
勉
強

す
る
」
と
。 

な
ぜ
勉
強
す
る
の
？！ 

 
 

指
導
課 
 

 

吉
田 

隆
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Yokkaichi city Education Center 

教育支援課 特別支援教育・相談グループより 

―四日市市適応指導教室（ふれあい教室）からー 不登校の未然防止と初期対応 

「ふれあい教室」見学会＆学習会 

 
不登校ケース１ 

小６･３月 中１･４月 

部活動に 

･･･ＧＷ明け 

行かなくても 

いいの？ 

５月･ＧＷ中 

あの･･ 

 いよいよ 

中学生！  がんばるぞ!! 

 先生が 

今日も 

休みます･･ 

  新しい 

教科によって 

変わる･･･。

友達と 
なじめない 

 ･･･身体 

だるいか 

ら休む･･･ 

 えっ!! 

小学校と中学校との連携が未然防止の鍵！ 

連携の実践例 

引
継
ぎ
会 

・新たに気になる生徒等

の情報を共有 

・申し送りのあった生徒

の状況を再確認 

中１の１学期に再度実施
少し様子のわかった 

連絡会 小学校 中学校 

気になる生徒が，

入学後安心して

学校生活が送れ

るよう，対策を考

え実施 

 

小４以降で，年間

の欠席日数１０日

以上や遅刻早退の

多い児童等をピッ

クアップして申し

送り 

 

「ふれあい教室」見学会・学習会を行いました。たくさんの先生にご参加いただき，ありがとうご

ざいました。学習会では，家庭訪問の仕方について振り返り，ロールプレイを通して，「相手にとって

話しやすい雰囲気か」「相手の気持ちを考えて伝えているか」等について考えました。 

参加した先生方の声 

初めて不登校の子を担任

した時どう対応したらよ

いかわからなくて・・・ 

 家庭訪問しても，なかなか

会えないのですが・・・ 
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翌日 翌々日 

やった－! やったー! 

優勝だ!! 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

 
 

Yokkaichi city Education Center 

初期の頃・・・ 

長期化している時・・・

欠席が３日続いたら・・・ 

周りにも発信して一緒に支援を考えましょう！ 

 あれっ!? 

一人で 

いるな。 ･･はい 

 昨日の疲れで 

休みます。 

○母  

 

 ･･･熱は 

ないんです 

けど･･･。 

○母  

やっぱり!? 

不登校ケース２ 

支援検討会の実践

日   時 

欠席が続いた日の 

放課後 

３０分程度で 

 

担任 

学年主任 

養護教諭 

部活動顧問 等 

 

メ ン バ ー 内   容 

最近の様子 

情報の収集と共有 

明日からできる具体

的な対策の確認

休んでいる児童生徒の状態や時期に合わせ，どのような目的で訪問するかを考えましょう。 

短時間でも同じペースで訪問を継続して行いましょう。 

～時期によって家庭訪問の目的は違ってきます～ 

休み始め前後の情報を周囲の先生等から集めておき，家庭からの

訴えをよく聞き，誠実に対応する。 

負担のかからないような関わり方をする。 

行事など節目ごとにうまく働きかける。 

曜日や時間を決めて，短時間でも関わり続ける。 

＜参考文献 「上手な登校刺激の与え方 小澤美代子」より＞ 



 
 教育支援課 研修・研究グループより 
 

ＩＣＴを活用した授業の充実を！  
 
 

～ＩＣＴ活用を拡げるための取り組み～ 

第２次四日市市学校教育ビジョンの中では，ＩＣＴを活用した授業の充実が位置づけられて

います。ＩＣＴを活用した授業についての研究では，９割の子どもが「授業がわかりやすい」と

答え，実際に理解度の向上に効果があることが分かっています。まずはＩＣＴ機器に触れ，活用

できる能力を身に付けて，ＩＣＴを使った分かりやすい授業に取り組んでいきましょう。 

基礎から学ぶ ICT 活用術では・・・ 

新任・転入者およびＩＣＴ機器の扱いに不慣れな方を対象に，各校の活用上級者を講師と

した研修講座を行いました。実際に配線から始め，機器に触れることに重点を置いて研修を進

める中で，参加者同士で「こういうときは，こうするんだよ!」と学びあう姿がありました。  

ＩＣＴコーディネーターを中心にこうした研修を行うことで，ＩＣＴ活用を拡げていきましょう。

ＩＣＴを活用して教科指導ができる教職員の割合を 
平成 27 年度までに 100%にします 

（第２次四日市市学校教育ビジョン 取組指標）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こちらもご活用ください 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研修参加者の声  
〇今まで敬遠していた部分もあったが，基本的なところから教えて頂いたので分かりやすかった。  
〇授業で実際に使わなければ活用技術も向上しないので，積極的に取り入れていきたい。  

  ＩＣＴを活用した授業実践・事例集・機器マニュアル等は， 

教育センターＨＰに掲載されています。是非ご覧下さい。 
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